
の海外相場

COMEX/NYMEX ($)

Open

High

Low

Settlement

Change

EFP

LBMA/LPPM Fixing ($)

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 予 前 -0.1% 予 1.3% 前 予 前 4.00% 予 4.00% 前 0.9% 予 0.8%

前 予 前 0.2% 予 0.6% 前 予 前 3.75% 予 3.75% 前 予

前 予 前 68.4万件 予 65.5万件 前 予 前 3.4% 予 3.6% 前 予

前 予 前 81.9 予 80.4 前 予 前 3.0% 予 3.1% 前 予

前 予 前 予 前 予 前 2.2% 予 3.0% 前 予

前 3.8% 予 3.4%

前 予 前 予 前 4.0% 予 4.2% 前 予 前 1.25% 予 1.25%

前 予 前 予 前 0.4% 予 0.6% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 3.6% 予 3.6% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 0.2% 予 0.3% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 0.6% 予 1.3% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 0.8% 予 1.0% 前 予 前 予

前 予 前 予 前 3.6% 予 3.6% 前 予 前 予

前 89.9% 予 90.1% 前 予 前 予 前 2.65% 予 2.65% 前 0.6% 予 0.2%

前 予 前 予 前 予 前 予 前 1.2% 予 1.0%

COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Platinum (koz)

1,636.5

870.9

765.7

-35.7 

1,218.4

2,062.1

-843.7 

-104.5 

Palladium (koz)Gold (Mil oz)

28.3

5.4

22.9

-0.8 

306.4

128.3

178.1

-12.5 

Silver (Mil oz)

米・FRB政策金利(FOMC) 10月 [上限金利]

米・FRB政策金利(FOMC) 10月 [下限金利]

1,033.0

1,040.0

1,005.0

1,013.8

-14.7 

米・雇用コスト指数 第3四半期 [前期比]

米・実質ＧＤＰ(速報値) 第3四半期 [実質GDP・前期比年率]

53.666

-0.847 

￠0.00 ￠5.00

10/28（水） 10/29（木）10/27（火）
米・耐久財受注（速報値） 09月 [前月比]

米・耐久財受注（速報値） 09月 [輸送除くコア・前月比]

米・新築住宅販売件数 09月 [新築住宅販売件数]

米・コンファレンスボード消費者信頼感指数 10月

10/26（月）

54.485

Gold (Dec) 

4,073.6

4,097.2

4,036.9

4,051.6

-23.0 

10.00 -6.00 -3.005.0012.00

米・PCE価格指数 09月 [PCE価格指数・前年比]

2026年10月30日

54.685

53.325

10月29日
Palladium (Dec)Platinum (Oct)

1,541.1

1,561.1

1,529.0

1,539.8

2.6

0.00

Silver (Dec)

コメント
Precious Metal

金：小幅下落　銀：ほぼ横ばい　プラチナ：下落　パラジウム：ほぼ横ばい

貴金属市場は軟調に推移。 7－9月期米GDP速報値は前期比年率3.4％増と市場予想を上回り、個人消費も3.8％増と堅調な内容となった。加えて、9月コアPCEは前月比0.3％、前年比3.1％とインフレ圧力の粘着性を示し、前日

のFOMCに続いて年内の追加利上げ観測を維持する材料となった。こうした強い景気指標と根強いインフレ懸念は貴金属全般の重石となった。一方、その後はAI関連株を中心に米株が下落し、安全資産需要から米国債が買われ、米10

年債利回りは一時4.93％近辺まで低下。ドルも序盤の上昇を維持できず失速したことで下値は支えられたが、全体としては上値の重い展開となった。一方、プラチナはこうしたマクロ要因に加え、テクニカル面からの売りも重なり下落した。

FX

ドル円：小幅下落　ユーロドル：上昇

為替市場では、強い米GDPや粘着的なコアPCEを受けて一時ドル買いが入ったものの、その後は失速した。7－9月期GDPは前期比年率3.4％増と予想を上回り、9月コアPCEも前年比3.1％と高止まりしたことで、米景気の底堅さとイン

フレ圧力の継続が改めて意識された。ただ、AI関連株を中心とした株安を背景に米国債へ資金が流入し、10年債利回りが4.93％台まで低下するとドル売りが優勢となった。ドル円は一時158.13円まで上昇した後、157.64円付近まで

反落。ユーロドルは一時1.1105ドルまで下落したものの、米金利低下とドル売りを受けて1.1186ドルまで切り返した。

ドル円：157.71　ユーロドル：1.1180

Fixing Prices

10月26日

AM

4,026.80

52.420

1,496.30

998.25

4,026.30

-

1,483.35

1,004.90

PM

10/30（金）

Americas

米・実質ＧＤＰ(速報値) 第3四半期 [個人消費・前期比年率]

Source: CFTC

Source: みんかぶ

2026/10/20

独・Ifo景況感指数 10月

米・PCE価格指数 09月 [コアPCE価格指数・前年比]

ユーロ・ECB政策金利 10月 [ECB政策金利] ユーロ・実質ＧＤＰ（速報値） 第3四半期 [前期比]

豪・消費者物価指数 09月 [前年比]

豪・消費者物価指数(CPI)第3四半期 [刈り込み平均・前年比]

ユーロ・実質ＧＤＰ（速報値） 第3四半期 [前年比]

日本・日銀政策金利 10月

EMEA

豪・消費者物価指数(CPI)第3四半期 [前期比]

豪・消費者物価指数(CPI)第3四半期 [刈り込み平均・前期比]

APAC

豪・消費者物価指数 09月 [前月比]

豪・消費者物価指数 09月 [トリム平均・前月比]

豪・消費者物価指数 09月 [トリム平均・前年比]

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。


